
電子情報技術科では、技能検定 電子機器組立て職種の３級・２級の合格を目指し、実技および学
科試験の練習に取り組んでいます。技能検定とは、働くために必要な技能や技術のレベルを評価し、
国が認定する国家検定制度で、合格者には「技能士」の称号が与えられます。試験は学科試験と実技
試験で構成されます。合格は自身の技能レベルを証明するものとなり、就職やキャリアアップにも役
立ちます。
学科試験対策では、電子回路、電子部品、測定器、安全作業などの知識習得に取り組み、技能と知

識の両面から合格を目指しています。
実技試験対策として、はんだ付けや電子部品の実装、回路の組立て、動作確認などの実技練習を繰

り返し行い、正確で確実な作業ができるよう技術の向上を図っています。また、制限時間を意識した
訓練を通じて、本番に対応できる実践力を養っています。
学生たちは日頃の授業で学んだ知識や技術を活かしながら、技能検定への挑戦を通じて専門性を高

めています。

国家技能検定合格を目指して
実技練習に励んでいます！R8Vol.14

３級の練習の様子

２級の練習の様子

２級の実技課題
４時間以内に
製作する

受検者全員の合格を目指して
がんばれ！


